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【ジョナサンＢ.マジィアベ】

◆Lend a Hand◆
◆手を貸そう◆ 蓮華寺池公園の藤

[写真提供 : 櫻井 龍太君]
＜ソング＞　我等の生業

＜ソングリーダー＞酒向 謙次君

 
 今日で、私の年度の昼間の例会は最後となりま

した。来週は夜間例会です。次年度の新しい役員

及び理事も決まり、４大奉仕の委員長より、基本

方針と事業計画の発表がありました。クラブ奉仕

委員長の鈴木君は欠席の為、櫻井龍太職業奉仕委

員長、後藤功社会奉仕委員長、仲田廣志国際奉仕

委員長より、すばらしい発表がありました。次年

度は期待していますので、よろしくお願い致しま

す。 

■ 臨 時 理 事 会 報 告   小宮 弘一郎君 
• 橋本延一君の退会が承認されました。 
• 交換学生の履歴書が提出されました。 

■ 幹 事 報 告        小宮 弘一郎君 
• 藤枝市緑すすめる会より総会の案内が届いてい

ます。 

日時：６月２３日（水）午後１時３０分より 

会場：市役所庁舎西館３階３０１会議室 

• 国際友好協会より会報が届いています。 

• さいたまユネスコ協会より案内が届いています。 

■ 出 席 報 告          宮川 邦光君 

本日のホームクラブ 
出 席 者 前回の補正出席者 

29／42 69.05％ 31／42 73.810％ 

(１) 欠席者（事前連絡とメーキャップをどうぞ）  
○飯塚君 ○松嵜君 ○松葉義君 ○村松宏君 
○望月志君 浅川君 板倉君 鈴木舜君 山田君  

 
仲田晃君 橋本延君 村松英君 
(２)メーキャップ者 
水野 義猛君（藤枝南） 松葉 義之君（藤枝南） 
岩田 規君（藤枝南）    飯塚 秀彦君（藤枝南） 
杉山 静一君（藤枝南）   宮崎 啓之進君（藤枝南） 
櫻井 龍太君（藤枝南） 

■ ビ ジ タ ー                         
小原 昇君（焼津）   薮崎 宰一君（藤枝南） 

■ ス マ イ ル ＢＯＸ      宮川 邦光君 
• 初孫が誕生致しました。     渡辺 篤司君 

    スマイル累計額  ９９４,６６０円 

■ 委 員 会 報 告                      
◎インターアクト指導者講習会報告 

インターアクト委員長  青島 克郎君 

去る６月１２日

土曜日に１２年に

１度の大役として

藤枝順心高校がホ

ストとなりＲＩ第

２６２０地区イン

ターアクト静岡地区指導者講習会が開催されま

した。 

１０時からの登録でありましたが藤枝順心高

校インターアクト部員、佐野顧問、柳原次年度

会長以下藤枝ＲＣの実行委員会のメンバー１１

名は朝９時に集合し、指導者講習会開催に備え

万全の体制で臨みました。 



来賓として藤枝市

教育委員会 松村俊

三教育長、地区役員

として新世代委員会

アドバイザーの乾昇

パストガバナー、次

年度地区幹事山岡氏、インターアクト小委員会

委員長古田氏、委員鈴木氏を迎え、インターア

クトクラブ８校生徒８１名、顧問先生１６名、

ロータリークラブ９クラブ２３名の会員の参加

の下１０時２０分に開会式が始まりました。 

順心高校の生徒は

この指導者講習会に

備え何度もリハーサ

ルを行い、その甲斐

あってかスムーズに

式次第に順い進行し、

来賓の松村教育長からの参加した生徒たちへの

熱いメッセージを頂き、ホスト校多賀須校長、

梶山インターアクトクラブ部長の歓迎の挨拶、

そして柳原次年度会長、古田地区委員長の挨拶

で開会式が終了しました。 

少しの休憩の後、杉山満也氏による全体講演

会が始まりました。 

杉山氏は現在５２歳で９年ほど前に突然病気

により視力を失い、杉山鍼灸接骨治療院の医院

長として活躍する傍ら南米民族楽器のケナーに

魅せられ１０年前からフォルクローレ・ロス・

ビエントス・デル・オリオンテというバンドを

結成し盲導犬と共に音楽活動も意欲的に行って

います。 

講演の中では音楽の演奏を交えながら視覚障

害者になってからの心の葛藤から自分は障害者

ではなく、これは個

性だと考えられるよ

うに考え方や受け止

め方が変化した事な

どを話されました。 

全体講演会が終わ

り昼食を取った後、午後１時から４つの分科会

に分かれ勉強しました。 

分科会Ａでは全体講演の杉山講師が実際に視

覚障害者が使用する携帯電話など特殊な道具や

生活の工夫、また、

民族楽器について

も講義されました。

分科会Ｂでは知的

障害のある子供達

とその家族のため

の活動を行っているコアラッコクラブの今井伸

子氏が知的障害者への接し方の講義をされ、実

際に教室の外のフロアーで参加した生徒達と知

的障害の子供達との触れ合いを体験しました。 

分科会Ｃでは藤枝光文庫理事長の石神利之氏

による点字翻訳の実技を学びました。石神氏は

藤枝順心高校ＪＲＣクラブの点字講師でもあり、

参加者全員分の点字器を用意され、その使い方

を指導され、参加したロータリアンも熱心に挑

戦していました。 

分科会Ｄではデイ

サービスゆずりはを

経営する（有）ピク

シーの山崎恵三代表

による手話の実技講

習を行い、手話を修

得することにより聴覚障害者と触れ合い障害者

への理解を深めようと熱く語りかけました。 

分科会終了後の午後２時４０分より閉会式が

催され、各分科会から選ばれた７名の生徒によ

り分科会の感想の発表があり、乾新世代委員会

アドバイザーから講評をうけ、乾氏からは孔子

の言葉から「恕」の

引用から他人に対

する思いやりの心

と学んだことを実

践する尊さを分か

り易く生徒にお話

しされました。 
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藤枝ＲＣ次年度新世代委員長の増田國衛君の

謝辞の後、順心高校の羽山恵子さんの閉会の点

鐘ですべての行事を無事終えました。 

■ 四大奉仕委員長 基本方針・事業計画発表                      
◎職業奉仕委員会 

               次年度委員長  櫻井 龍太君 

＜基本方針＞ 

職業奉仕は、他の奉仕団体にはない、ロータリ

ーの根幹をなすものであるが、事業をおこなって

も成果の測定が、出にくい部門であります。 

したがって、ロータリーの網領・職業宣言等を

実践して職業倫理を高めることを、会員に奨励す

るよう務めるのがこの委員会の任務であります。 

＜事業計画＞ 

① 自己職業における、倫理規範の保持 

ＲＣ会員として、また職業人として、職業宣言

等を再確認して、宣言等を職場に掲示する。 

② 職場訪問の実施 

会員企業にこだわらず、地域の優良企業につい

て、職場訪問を行い、職業道徳を確立するため

の、情報・知識を学ぶ。 

③ 勤労通信学園藤枝学習会に対する援助 

  継続事業でもあり、市教育委員会からも要請が

ある。通信高校生を対象とした標題の学園を援

助する。 

④ 職業奉仕月間（１０月）に、有意義な行事を行

う。 

◎ 社会奉仕委員会 

         次年度委員長  後藤 功君 

＜基本方針＞ 

 時代の流れの中で現在、どのような奉仕が求め

られているのか、関係諸団体と連携を密にし、ニ

ーズに合致する活動と、一つづつ向い合い、出来

得れば地域社会へ問題点への関心を高め、少しで

も問題解決への軽減を図っていきたい。 

＜事業計画＞ 

① インターアクトクラブ（藤枝順心高校）との合

同清掃奉仕 インターアクト委員会と共催 

② 献血の実施 

③ 藤枝子どもと本をつなぐ会支援 

④ 地区１００周年事業「富士山美化と環境保全運

動」へ協力事業の実施 環境委員会と共催 

⑤ 第二すみれの家、所長の卓話 

⑥ 養護学校生徒たちとの交流会 

⑦ 市内社会福祉施設への慰問 

⑧ 委員会開催 年２回 

＜要望・その他＞ 

介護する人に目を向けてみたい。 

◎国際奉仕委員会 

             次年度委員長  仲田 廣志君 

＜基本方針＞ 

 国際奉仕はロータリー活動の中で大きな柱の一

つである。 

２６２０地区国際奉仕委員会活動は、世界社会

奉仕と、青少年交換プログラムの二つの事業に取

り組んでいる。 

世界社会奉仕委員会活動 

（前々年度まで職業奉仕委員会で予算付けされて

いたが、前年度から世界社会奉仕委員会に窓口が

変わった。） 

＜事業計画＞ 

① 地球環境再成フォーラム、マングローブの植林

活動 

静岡県側 フィリピン、イロイロ市、ナガイ市 

山梨県側 ベトナム、ホーチミン市 

② 小冊子作成、配布 

各ＲＣ、ＷＣＳ委員会活動の手助けになる様に

配布する 

③ 地区内ＷＣＳ活動への支援 

青少年支援委員会活動 

• 国際奉仕の中で、非常に重要なプログラムとして

位置付けられており、毎年全世界的に８０００人

程度が参加している。 

• 世界理解と親善と平和を推進するプログラム、昨

年は２６２０地区で一人であった。 

• 希望者は多数いるが受け入れホストクラブがな

い。 

• 各クラブ共、年令が高齢化している。 
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• 会員数の減少による財政の悪化 

• 受け入れ家庭の減少 

• 地区としては、分区単位で一人派遣、受け入れで

お願いし、１０人余りを予定して交換していきた

い。 

• ５０人以下のクラブには財政的支援も行う。 

• 交換事業を円滑に実施できるよう事務的な手続

きを補佐し、定期的に説明会や研修を行っていく。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／石垣） 


